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第 3 章では， 2 枚のシートの溶着継ぎ目部強さと 2 枚重ねによる補強部の強さに対する効果を実験
的に検討するとともに，補強部周辺の応力分布の計算を行い，有効な補強部の形状についての指針を
見出している。
第 4 章では，遮音性能として音響透過損失を測定し，質量開J，コインシデンス効果，共鳴透過現象
などによる近似計算と実験結果を比較し，遮音性能のすぐれた軟質複合シート設計のための基礎資料
を求めている。また，粘弾性をもっ複合シートの遮音特性を評価するには，スペクトル密度関数を応
用した粘弾性体の共振曲線による方法が有効であることを示している。さらに軟質複合シートの遮音
分野への応用例についても述べている。
第 5 章では，軟質複合シートの熱伝導率，熱伝達率わよび熱貫流率を実験的に研究し，軟質複合シ
ートの熱伝導率は複合則による計算値が実験結果と一致することを示し，これらの成果を基に複合材
料を用いた保冷箱への応用例についても述べている。
第 6 章は結論であり，本研究の成果を総括している。
ハ可
U
門
i
A吐
論文の審査結果の要旨
本論文は，平織物の両面に軟質プラスチック材料を被覆した複合シートについて，その引張り強さ
特性，遮音持性，伝熱特性を，主として実験的に研究した成果をまとめ，さらに，その成果に基づ、い
て新製品の開発と実用化に関する研究を行ったものであるb
すなわち，このような材料の溶着継ぎ目部の引張りによる破壊は，継ぎ目部の糸が抜けることによ
るため，その強さはマトリックス相互の溶着強さに等しいことを見出し，また，シートの一部を 2 重
にして補強したとき，補強部周辺で最大応力の発生する位置は，補強部の隅部から少しはなれたとこ
ろにあることを計算と実験によって明らかにした。
さらに遮音性，伝熱特性についても軟質プラスチック複合シートの特質を解明のうえ，これに基づ
いた新製品の開発を行っている。
以上のように，本論文は軟質プラスチック複合シートの特性について，多くの知見を得ており，な
お，実用品の開発も行っており，その成果は工学上および工業上貢献するところが大き Po よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
-480-
